
Title
テクノ画像とインタラクティヴィティ : メディアイ
ンスタレーションにおけるコミュニケーションについ
て

Author(s) 茂登山, 清文

Citation デザイン理論. 2002, 41, p. 101-102

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/53242

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



大会 発 表 要 旨2001.11.10-11 『デザイン理論』41/2002

テ ク ノ 画 像 と イ ン タ ラ ク テ ィ ヴ ィテ ィ

メ デ ィア イ ンス タ レー シ ョ ンにお け る コ ミュ ニ ケ ー シ ョンにつ い て

茂登 山清文/名 古屋大学大学院人間情報学研究科

はじめに

ユ ビキ タス と呼 ばれ る通信 ッールの偏在 と,

電子 メール とい う高速かっ非同期的なメデ ィ

アの普及 は,コ ミュニケーシ ョンに劇 的な変

化 を もた らしっっ ある。電子 ネ ットワー ク社

会の成立 のなかで,コ ンテ ンポラ リーアー ト

は,ど のよ うに変貌 し,ま た何を提示 してい

るのだろ うか。 もっと も今 日的なアー トの形

式のひ とっ と考 え られ る,メ ディアイ ンス タ

レー ションの作品 を通 じて考察 をお こな う。

メデ ィアイ ンス タレーシ ョンとは一般 的に,

「電子 メディアを もちい,あ るいはそれとアー

トとの関係 を主題 とした,特 定の空 間にひ と

っの環境 として成立す るアー ト」であ ると言

えよ うが,こ こではそれを,「 テク ノ画像 」

と 「イ ンタラクテ ィヴ ィテ ィ」 との関係 に着

目して考察 をすす める。

テク ノ画像 と 《砂男》

コ ミュニケーシ ョンについて考える時,ヴ ィ

レム ・フル ッサーVilemFLUSSERが 提 起

した,テ クノ画像 とい う概念 は注 目に値 す る。

彼 は コー ドを,ア ルフ ァベ ッ トと,そ の前 か

ら存在 した画像,そ の後 に登場 したテ クノ画

像 との三 っにわけている。 テクノ画像 とは,

言 うまで もな く,写 真 や映像な ど,機 械装 置

の登場 によ って可能 とな った,複 製可能 な画

像 を さす のだが,そ のはた らきは,「 世界 に

意 味を与 え る画像 に意味 を与え るテクス トに

意 味を与 え るもの」 である とい う。

ア フ リカ系 カナ ダ人 のアーテ ィス ト,ス タ

ン ・ダグ ラスStanDOUGLASは,1995年

に 《砂男DerSandmann》 と い うイ ンス タ

レー シ ョン作 品を発表 して いる。直方体の展

示空 間に,一 方 か ら16ミ リの映写機で白黒 の

映像 が投影 されるとい う,～ 見 シンプルな構

成 を もった作 品である。 しか し,ひ とっの映

像 にみえ る画面 は,実 際 には二台の映写機 を

用 いて別 々に投影 されてい る,ふ たっの縦長

の映像 を左右 に並べ た ものであ る。物語 は,

E.T.A.ホ フ マ ンが1813年 に書 いた同名 の小

説 を もとに,ダ グラ スが リメー ク してい る。

撮影 には映画 ス タジオが使われ,ま ず20年 前

とい う設定 の もとに,ド イ ッの菜園がそ こに

再現 された。一度 目の撮影 は,そ のセ ッ トで

お こなわれ,二 度 目は,そ の菜園を20年 後,

っ ま り現在 の姿へ と作 り直 されたセ ッ トでお

こなわれた。 イ ンスタ レー シ ョンは,20年 と

い う時を隔てた菜園 の,同 じ場所 を同 じア ン

グルで撮影 した ものを中央でっな ぎ合 わせ た

ものなのであ る。

ダグラスは,写 真 という 「テ クノ画像 の一

族 の始祖」 が,ほ どな く登場す る19世 紀初頭

のテ クス トを採用 し,映 像を制作 してい る。

映像 は,ゆ っくり左へ とパ ンしなが ら,360

度 回転 してセ ッ トの全貌を撮影 してい るのだ

が,そ れ は線 的な時間 の流れを示 唆 している

よ うにも解釈 できる。 しか し異 った時の存在

は,ス ク リー ン上 に静かな緊張感 を もた らし

てい る。

フル ッサーによれば,テ クス トとい うコー

ドの特徴 は,そ の線形性,言 い換えれば歴史

性 に あるが,そ れに対 して,テ クノ画像 のそ

れは,歴 史 をポス トヒス トリーへ とコー ド変

換 す ることにある。 ダグラスの この作 品は,

そ う した意 味において は,フ ル ッサーの構想
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に近 い と言 えよ うが,さ らに複雑 な共存関係

を見いだす ことがで きる。例 えば,画 面に は,

物 語上 の人物 である砂男が登場す るばか りで

な く,ナ レー ター も映 しだされ る。 また,カ

メ ラは,セ ッ トのみを写 して いるので はな く,

撮 影 のための装置 まで も写 して いる。 鑑賞 す

るもの は,そ うした ことを,イ ンスタレーシ ョ

ンとい う形式 において,よ り自覚す ることに

な る。 イ ンスタレー ションの空間 は,映 画館

の メタファー として も理解 され うる し,映 像

のなかの特定 の対象 を目で追 って いると,視

線 は常 にス ク リー ンの縁へ と導かれ るのであ

る。

《アパー ト》 のインタラクティヴィテ ィとイ

ンスタ レー シ ョン

メデ ィア アー トを特徴づ ける要素の ひとっ

として,イ ンタラクテ ィヴ ィテ ィが挙 げられ

る。 イ ンタラクテ ィヴィテ ィとは,「 新通信

システ ム,す なわち通常 コ ンピュータが一 っ

の構成要素 としてふ くまれて,シ ステムのユー

ザ ーにたい して は会話 のなか の応答 とほぼ同

じように"返 答す る"能 力 が あ る機 能」(E.

M.ロ ジ ャーズ)で あるとされ る。

《アパー トApartment》(2001)は,ア メ

リカ人 アー ティス ト,ウ ォルスザ ックとワ ッ

テ ンバ ー グMarekWalczakandMartin

Wattenbergに よ るイ ンタラクテ ィヴな作 品

で ある。 この作 品は,イ ンターネ ッ トを通 じ

て体験 す ることも,ま たイ ンスタ レーシ ョン

と して体験 す ることも可能 であるが,そ の大

きな特 徴 は,ロ ジャーズの言 う,会 話的な相

互 作用性 にあるO体 験者 が,「 家」 に関連 し

て思い浮かべ る単語 をキーボー ドか ら入力す

ると,モ ニ ター上 で は,入 力 された単語 に し

たが って,家 の プランが生成 する とい うもの

で ある。単語 を入力 し,「return」 を おす た

びに,プ ランは変化 す るのだが,そ の有様 は,

1
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あ たか もクライアン トが,自 分 の要望や家 の

イメー ジを建築家に伝 え ると,建 築家が それ

に即座 に応えて設計図を描 き直 して い くかの

よ うで ある。

アルス ・エ レク トロニカでのイ ンスタ レー

ションでは,体 験者のたあに,二 組 のセ ッ ト

が向か い合 って設置 されていた。入力 してい

る一方 の体験者 にとっては,自 分 の前 に建築

家 がいて,瞬 時 にこち らの希望 を空 間化 して

くれるよ うな錯覚 に一 旦おちいる。 そ してそ

の後 に,自 分の前 にいる人 間が,自 分 と同 じ

体験者 であ り,直 接 には互 いになんの関係 も

取 り結 んで はいない他 者であ ると気づ くので

あ る。 もちろん実際 には,二 人 は同 じプ ログ

ラムを体験 して いるのだが,そ の点 につ いて

は,イ ンタ ラクティヴィテ ィに関す る レヴ ・

マノヴ ィッチの指摘が示唆に富 んでいる。

ニューメデ ィアの原理 は,人 間の思考 プ ロ

セスを客観化す ることであ り,そ れは,あ ら

か じめプログラム化 された,す でにあ る連 関

に したが うがゆえに,他 者 の心 の構造 を 自分

のそれ と誤解 して しまうとい うのであ る。

《アパー ト》 という作品は,そ の限 りで は,

ア ーテ ィス トが プログラマ とともにっ くりだ

した ものであ り,そ れを通 じて体験者 たち は,

彼 らの心 的世界 をなぞ り,共 有 す ることにな

る。 しか し,そ の作品が インスタ レー シ ョン

とい う形式 をと ったとき,自 分 の前 で同 じよ

うに作 品を体験 して いる他者をみ るな ら,そ

れ は一種 の鏡 と して機能 し,体 験 者 た ちを

「ニューメデ ィアの原理」 へ の 自覚 へ と促 す

ことにな る。

おわ りに

テクノ画像 とイ ンタラクテ ィヴィテ ィに関

係 して,イ ンス タレーシ ョンという作品形式

が はたす役割 について考察 した。


